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図10胸高直径と樹冠幅との関係
壮齢ケヤキ人工林の林分構造，生育状況及び各種形質にっいて （73）
表6　ケヤキ林の樹型級別本数と割合＊
　　　　　ha当たり　　1級木　　　2級木　　　3級木　　　4級木調査林分　　　　　本数（本）　本数（％）　本数（％）　本数（％）　本数（％）
小泉奥No　1
小泉奥No　2
坪谷奥Nα1
坪谷奥馳2
宮　内
1，550　　562（36．3）
1，096　　458（41．8）
　325　　　88（27．1）
　267　　　81（30、3）
　228　　192（84．2）
150（9．7）　　　238（15．4）
4（7．7）　　　145（13．2）
69（52．0）　　　12（3．7）
116（43．4）　　　47（17．6）
18（7．9）　　　18（7．9）
600（38．7）
409（37．3）
56（17．2）
23（8．6）
　0
備考：＊5級木の枯死木を除いた生立木について本数と割合を示した。
で枝下高の低い不良木（胸高直径60cmで枝下高2m以下）が多く，現時点では施業の方法がない。
ケヤキの幹の形質の良否は材の利用率に大きく影響する。またケヤキは材質の良否によって価格が
大きく変動するので，良質材の生産を目差して施業しなければならない。良質材を生産するために
は雪起こし，枝打ち，間伐などの保育管理が重要であって，広葉樹林は放置しておけばよいとする
考え方は捨てるべきである。ほうき状樹形の樹種については特に幼齢期の保育管理が重要である。
IV　摘 要
　壮齢のケヤキ人工林で林分構造，成長，各種形質，生育特性などを調査し，ケヤキ林の育林法に
ついて考察した。本研究の結果を要約すると次のようである。
　（1）64～82年生人工林のha当たり立木本数は369本から，1，600本まで差があった。ケヤキの本
数混交率は林分によって差があったが，材積混交率は90％以上でこれらのケヤキ林はほぼ純林と認
められた。
　（2）ケヤキ林の平均胸高直径，平均樹高，ha当たり材積などは林分によって差があった。立木
密度の高い林分では平均胸高直径及び平均樹高が小さく，立木密度の低い林分では平均胸高直径及
び平均樹高が大きかった。ケヤキ林のha当たり材積は290m3から508m3の範囲であった。
　（3）立木密度の高い林分では枝下高の高い木が多かったが，樹冠の発達が悪く，幹曲がり木，
斜幹木，幹萌芽木など形質不良木が多く認められた。
　（4）立木密度の低い林分では樹冠の発達がよく，大径木が多かった。しかし，無手入れの林で
は二又木や枝下高の低い不良木が多く認められた。
　　（5）ケヤキは屈光性が強く，急斜地では谷側に枝がイ申長して偏俺樹冠を形成し，林縁でも偏債
樹冠木が多く認められた。
　　（6）胸高直径と樹高及び樹冠幅との間には高い相関関係が認められたが，胸高直径と枝下高，
幹曲がり高，根元曲がり高との間には相関関係が認められなかった。
　　（7）形質優良な1級木の割合は間伐の行われている宮内の林分で最も高く，無間伐の小泉奥及
び坪谷奥の林分では2級木以下の形質不良木が多く存在した。
　　（8）ケヤキの特性及び育林法について次の注意が必要である。
　○間伐によって早目に密度調整を行い，樹冠を傘型に拡張させて肥大成長を促進する。
　○枝下高の高い通直材を生産するためには，幼齢期に枝打ちなどの手入れを行う必要がある。
（74） 橋詰隼人・黒井　大・安井　敏
　○ケヤキを疎植してスギやタケなどと混交林をつくると，枝下高の高い形質優良木ができる。
　○間伐のおくれた立木密度の高い林分では直径成長，樹高成長が抑制され，また，樹冠の発達が
悪く，斜幹木，幹曲がり木，偏債樹冠木など形質不良木が多く生ずる。
　○著しい疎林や樹冠の発達の悪い林分では直射光線が幹に当たって幹萌芽が発生し，また幹割れ
を生ずることがある。
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壮齢ケヤキ人工林の林分構造，生育状況及び各種形質について （75）
写真1　小泉奥国有林の64年生ケヤキ林
A～B：斜面上部（プロットNo　1）のケヤキ。枝下高の高い優良木と枝下高の低い二又木，
幹曲がり木，劣勢木など不良木が混生している。樹冠が谷側に発達した偏債木が多い。C：
斜面下部（プロットNα2）のケヤキ。枝下高の高い優良木が多い。D：斜面下部の林床植
生，ジュウモンジシダ，リョウメンシダ，ヤマアジサイなどが多い。
（76） 橋詰隼人・黒調　大・安井　敏
写真2　坪谷奥国有林の82年生ケヤキ林
A～D：プロットNo　1のケヤキ。立木密度が低く，枝下高の低い木や太い枯枝の着いた木
（B，C）が多い。しかし，枝下高の高い優良木もみられる（A）。また樹皮に縦に亀裂の
入った木がみられた（D）。
壮齢ケヤキ人工林の林分構造，生育状況及び各種形質について （77）
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　　　　　　　　　　写真3　入沢林業の68年生ケヤキ林
この林分は間伐が行われており，立木密度は低いが枝下高の高い優良木が多い。下層にマ
ダケと広葉樹が生育している。林縁木は道路側に枝が伸びている。
